
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

各局での導入に向けた課題等及び車種の拡充などの市場動向を調査・検討しながら各局での導入に係る協議を行う。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

ＥＶの社会情勢が想定から遅れており、車体価格や４ＷＤの課題等により目標値に達成しなかった。各メー
カーとの情報共有を図り、車種等の情報を収集し、導入に向けた内部調整を行っていく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

5 7 5 12 30 70

↓

アウトカム
成果指標1

ゼロエミッション自動車の公用車台数（台） という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

0 2 1 6 11 18

人工

指標

アウトプット
活動指標1

充電設備工事件数（累計：件） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.3 人工

令和7年度予算額 1,400 千円 うち特定財源 216 千円 正規職員業務量 0.25

正規職員業務量 0.3 人工

令和6年度決算額 888 千円 うち特定財源 216 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 1,500 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

公用車のゼロエミッション化を促進することで、市役所の温室効果ガス排出量を削減するとともに、率先導入による波及効果に
より市民・事業者へ普及拡大させる。

他都市の状況

東京都及び横浜市では公用車のうち乗用車（特殊車両等を除く。）は原則、ＥＶ、ＰＨＶ、ＦＣＶを導入することとしている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 脱炭素社会の早期実現に向け、更なる省エネルギー化に加え、北海

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

札幌市気候変動対策行動計画では、２０３０年に２０１６年比で５５％温室効果ガス排出量を削減し、市内の自動車保有台数の
約６割（約６０万台）が次世代自動車になることを成果指標として掲げている。
自動車による環境負荷の少ない社会の確立には、特に走行時に温室効果ガスを排出しないゼロエミッション自動車の普及が
必要であり、電気自動車（ＥＶ）や燃料電池自動車（ＦＣＶ）は災害時の非常用電源としても活用できるためレジリエンスの強化に
も有用である。
温室効果ガスの排出削減及びゼロエミッション自動車の普及にあたっては、市役所として率先した導入が求められることから、
公用車のゼロエミッション化を推進していく。

事業内容
（何を実施し）

ゼロエミッション自動車を導入する各局の充電設備設置工事費用及び外部給電器購入費用を措置する。
＜令和６年度実績＞充電設備１基、外部給電器１台を円山動物園に導入

事業名 公用車ゼロエミッション化推進費
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